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･片山医師講演～今何が起きているの？
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･呼気からの内部被爆・放射能測定値

今年は11月23日土曜日に、明治公民館で「ふじさわ環境フェア」

今年も暑い夏が過ぎ(夏好きとしてはありがたいですが)、台風が席巻する秋も深まり（24年振りに大

波の大会が開催されました)、ひょっとすると紅葉もそこそこに厳しい冬に突入するかもしれません（滑り

手としては12月からの雪は欲しいものですが)。

それを異常気象だと騒ぐだけではなく、人類が原因ならば気候変動及び地球温暖化の防止にさらに力を

入れ、既に起きている変化と、今後の変化を予測して対応すべく策を練らなければ、右往左往するだけで

同じ事を繰り返し、長期的には状況が悪くなる一方です。

目の前の欲に惑わされず、他人任せにせず、自らの判断で行動する機会とすべく、第18回となる

「ふじさわ環境フェア」が「自然ある未来へ！藤沢Eco2(エコエコ）まつり」とのタイトルが付き、

11月23日土曜日、勤労感謝の日の10時から15時半まで（雨天決行)、会場を辻堂剥ヒロ徒歩5分の

明治市民センターと土打公園として開催致します。駐車場がなく、駐輪場も少ないのでぜひ公共交通機関

でご来場下さいませ。

10時に士打公園に面した健康プラザの外ステージにて、センターで活動する二つのキッズダンスと市

長とのじゃんけん大会のオープニングセレモニーで幕を開け、健康プラザ内では市民団体・企業・大学・

行政による環境活動の展示紹介を行い、こねこれせっけん作りやソーラーカーエ作などの様々な体験もで

き、13時より「ミニ環境クイズ王決定戦！」も開催され、スタンプラリーの抽選会、気温が2度高かっ

た縄文時代、明治の地は海の底だった床地図の展示（故に祖母の娘時代まで沼と砂地が多く人の少ない±

地であり、沼に土を打って住めるようになった事から、土打

と呼ぶと聞いてます）をします。

市民センター本館では､学習会として2階の第一談話室に

て13時より「街をてらす市民と行政の新エネルギー事業・

宝塚市の取り組み｣の講演､調理室では｢キッチンは実験室」

と題した体験実験への参加、13時55分からは4階ホール

にて「映画・皇帝ペンギン」の上映と美化・リサイクル推進

ポスターの入選作の展示をご用意。

土打公園では体験や工作などに地産地消のたべものなど

でお待ちしております。

委員長環境経済NPOパシフィックエコサービス代表

明治地区で生まれ育った青木正美

、聴憲琶源琴一一一一一雪二一‐

長久保公園のビラカンサスの実
（市内在住矢板氏撮影）








